
「古
いにしえ

の伝統と魁
さきが

けを担う

学校として」

校長　有馬 守一

前年度から始まった耐震工事もよう

やく終わり、着任後半年を経て初めて、

私も本校の全貌を目にすることができ

ました。特に、正面玄関の両わきに広

がる歴史ゆかしい庭の景観には、これ

が番町小学校の本当の顔であったかと

印象を新たにした次第です。

歴代先輩の業績を受けて

校長室に初めて足を踏み入れ、歴代

校長の写真を見たとき、緊張の中にも

ほっとするものがありました。近年の

校長先生方の中に、かつて私の上司や

先輩だった方々の顔が数多く見えたか

らです。

例えば、第20代校長の新見健太先生

は、私にとって30年以上にわたり社会

科の指導を受けている先達であります

し、22代校長の青木靖先生は指導主事

時代の大先輩、23代の越村清治先生は

教育庁人事部の大先輩、そして24代の

星野昌治先生は、私が都立教育研究所

に勤務していた頃の上司という具合で

す。私自身14年の教員歴と15年の行政

歴がありますが、今後も先輩方から忌

憚ない助言が頂けるなという安堵感が

ありました。

玉川上水の流れとともに

私の前任校は、横田基地と玉川上水

の間を学区域とする福生市立福生第三

小学校でした。奇しくも私の生年と同

じ年度の開校で、今57周年に当たりま

す。この番町小学校137年の歴史に比

べると、80年も若い学校です。

福生三小から歩いて行けるところに

羽村の取水堰がありました。いうまで

もなく玉川上水の取り入れ口です。こ

こから入った多摩川の水が42㎞の旅を

して四ッ谷の大木戸に至り、江戸の町

を潤していたわけです。今も青梅線に

乗ると羽村や福生から四ッ谷までは一

本で着きますから、私も玉川上水の流

れと同様に、この番町小学校にたどり

着いたことになります。

良き伝統の継承と再生

先の福生三小が様々な意味で“戦後”

を象徴する学校であったのに対し、こ

の番町小学校は明治以降の“近代”そ

のものを象徴する学校といえるかもし

れません。

児童の吹奏楽で奏でられる国歌、今

も前庭に残る二宮金次郎像、校長室に

掲げられた皇室の方々からの激励のお

言葉等々…。こうした古きよき伝統が

児童の所作にも息づいているのか、来

校者やゲストティーチャーから「この

学校の子どもたちは聞き分けが良く

て、しぐさも上品ですね」とお褒めの

言葉をいただくこともあります。

はじめ「（梅の）花こそ心のし
・
お
・
り
・

なれ」という校歌の一節がピンとこな

かったのですが、最近「堪えてしのび

てくずおれず」という近代日本を支え

てきた方々の心根がご表現されている

ことに思い至りました。今の時代こそ

再び、しなやかでくじけない心が子ど

もたちにも、そして大人にも求められ

ているのかもしれません。

時代を拓く先導的研究

番町小学校のシンボルである梅の花

は、桜などに先がけて春の訪れを知ら
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夏の終わりは激しい雷雨の日が続き、いつまでも半袖が必要でしたが、10月の声を聞いた途端、朝晩は長袖の上着が必

要になりました。四谷の土手で聞こえる虫の声も、賑やかです。会員の皆様には、益々ご清栄のこととお慶び申し上げま

す。平素は、同窓会にご理解とご支援を頂き深く感謝申し上げます。

さて、母校では今春、創立135周年にご尽力頂いた星野昌治校長先生が勇退され、福生市立福生第三小学校から有馬守一

校長先生をお迎え致しました。有馬先生のご挨拶をご紹介致します。



せてくれる花でもあります。

今まさに本校は、新しい学習指導要

領の実施に先がけた理科・生活科の開

発研究、ＩＴＣ（情報機器を活用した新

しい指導方法）への取り組み、自然園

のビオトープ化など時代の先端を拓く

学校としての役割も担ってきています。

従前からの本校の特色である国賓等

を迎えての交流行事、平成20年12月12

日に予定している理科・生活科の研究

発表会、周年行事に向けた諸準備など、

同窓会の関係者の皆様には多大のご支

援とご協力をお願いすることと存じま

すが、何とぞよろしくお願いいたします。

創立140周年にむけて

同窓会会長　新井巌

北京オリンピックが終わり、次回の

ロンドン・オリンピックの開催年が

2012年ということで、すでに４年後に

向けた準備をスタートさせている選手

やチームもあると聞きました。しかし、

私たち番町小学校同窓会にとってはそ

の前年の2011年こそが、大きな節目の

年になります。

以前にもご紹介したことがあります

が、番町小学校は、明治３年に当時の

東京府により、「仮小学」という名で

府内に設立された６校のうちの一校で

した。翌４年（1871）の12月に仮小学

から小学第二校として正式に設立さ

れ、これをもって番町小学校は、創立

時期を明治４年12月４日と定めたわけ

です。古い同窓生の方ならご存知の

『創立記念日の歌』の中で「明治４年

のこの月この日、この学校は初めて建

ちぬ」と歌われたのは、この時期を指

しています。

いいかえれば、近代日本の初等教育

の歴史は、まさに番町小学校の歩みそ

のものでもあるのです。現在では、番

町とともに最古であった鞆絵小学校

（港区虎の門）が平成３年に廃校になっ

たために、名実ともに番町がもっとも

古い歴史をもつ小学校となっています。

そして、この明治維新以後の日本と

ともに歩んできた番町小学校の長い歴

史を、在校生はもちろん、卒業生、保

護者、あるいは地域・行政・教育関係

者など、すべての方々に実感していた

だく節目の年が、来るべき2011年なの

です。

戦後の80周年（1951）から120周年

（1991）までは、10年毎の節目の創立

記念日には、天皇陛下あるいは皇太子

殿下（いずれも当時）をお迎えしてお

祝いしてまいりました。来るべき140

周年は、ぜひともかつての伝統を復活

すべく準備を進めてまいりたいと存じ

ます。

本年３月には、番町小学校創立140周

年記念事業実行委員会を発足させ、同

窓会をはじめ、愛育会、愛児会、学校、

地域などの代表者の方々を委員として

鋭意準備作業に取り組んでおります。

番町小学校の長い歴史の歩みの中

を、ともに歩んでこられた卒業生の皆

様におかれましては、この140周年の節

目の記念日をともに寿ぎ、さらにこれ

からも長い歴史を積み重ねていくこと

ができますように、絶大なるご協力を

よろしくお願い申し上げる次第です。

会長のお話にもありますように

2011年、番町小学校は創立140周年

を迎えます。

現在、事務局も実行委員会に参加

し、準備作業に取り組んでおります。

詳細が決まりましたらお知らせ致し

ます。

その節には、多大なるご支援とご

協力を賜りたく、宜敷くお願い申し

上げます。
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“番町麹町「幻の文人町」を歩く”
のご紹介

この度、新井会長は彩流社から“番町麹町
「幻の文人町」を歩く”（定価1,890円）を上
梓しました。
会長は10年近く前、リーフレット“番町文
芸地図”（３部作）を作りました。これをき
っかけに「麹町地区・地域コミュニティ活性
化事業」の企画に携わり、“わがまち人物館”
という番町麹町にゆかりの人物を取り上げて
展示する施設を開設するに至りました。この
施設は、『麹町地区連合町会と「麹町地区・
地域コミュニティ活性化事業実行委員会」の
協力を得て初めて可能になった企画』（あと
がきにかえて）でした。
『この本は、こうした経緯から発展してで
きた本といってもいいだろう。（中略）いず
れにしても、この界隈の「まちの記憶」は、
風前の灯であることも事実である。辛うじて
人々の記憶にしか残っていない事象を、いか
にして次の世代に伝えていくか。』（同）
読み終えて、通った小学校の近く、子ども
の頃遊んだ或いは過ごした場所には明治・大
正・昭和にかけてこんな文人や芸術家たちが
住んでいたのか暮ら
していたのか、と改
めて当時の記憶を辿
りました。
Home Coming

Dayで母校を訪問
し、その後、本を片
手に記憶を発掘しな
がら散歩する愉しみ
を味わってみては如
何でしょうか？



【同期会便り】

45年度卒「人生50周年

記念同期会」ご報告

98会（98回卒業生の会）幹事

柳田知子（旧姓　阿部）

本年６月１日（日）、母校講堂にお

いて、45年度卒業生による「人生50周

年記念同期会」が開かれました。私達

は揃って50歳を迎えるにあたり、小学

校のみならず幼稚園でお世話になった

先生方もお招きして、手作りの同期会

を開こうと準備しました。そして念願

叶い、幼稚園の岡本多佳子先生、斎藤

和子先生、高井照子先生、そして小学

校の戸島照子先生、夏目絢子先生、岩

上廣志先生、島田稔先生と７名の恩師

をお迎えすることができました。さら

に嬉しいことに生徒のお母様方やご家

族も参加され、総勢75名となりました。

当日は、すっかり大人になったかつ

ての園児・児童が、卒園アルバムなど

を手に恩師を取り囲み、互いの無事と

再会を喜びました。それにしてもなぜ

先生方は、こんなにも私達のことを覚

えていて下さるのでしょう！そのお優

しい笑顔に胸が熱くなりました。

舞台ではバイオリン、チェロ、フル

ート、電子ピアノによるバッハ・トリ

オソナタや、心に染み入る篠笛の演奏

をはじめ、記念スピーチやクイズが繰

り広げられ、講堂の一角には様々な思

い出の写真や資料が飾られました。ま

た岩上先生の指揮のもと、器楽部のメ

ンバーに有志を加えて懐かしい行進曲

や全校ページェントのメロディが演奏

され、さらに「行けや友よ」と「校歌」

が高らかに合唱されました。

力強くタクトを振る岩上先生の今な

お熱い思いが、私たちの胸にじいんと

伝わってくる気がしました。

お開きのあと、校庭に集まり記念撮

影をしました。本当にこの集合写真は、

参加者全員にとって宝物となりまし

た。あらゆるものが移り変わってしま

う世の中で本当に一番豊かなことは、

色褪せることのない楽しい思い出と、

心の通い合う友をもつことに他ならな

いのではないでしょうか。

こうした機会と場所を与えて下さ

り、快く機材や楽器などを貸して下さ

った母校の有馬校長先生、田村副校長

先生にも心から感謝申し上げ、同期会

のご報告とさせていただきます。

同窓会U-20

平成20年３月30日（日）午後、昨日

までとはうって変わって冬のような寒

さの中、平成19年度　同窓会U-20（若

年層会員向け事業）を開催しました。

当日は、卒業したての６年生はもとよ

り中高生・大学生が200名近くも集ま

り、ビンゴを楽しみました。その後、

講堂でお喋りしたり友人と校庭でバス

ケットやサッカーに興じたり。久し振

りの友人との再会を楽しんでいまし

た。

平成20年度は、平成21年３月29日

（日）14：00～を予定しています。

番町子ども会

９月６日（土）午後、「番町子ども

会」が開催されました。同窓会は在校

生との絆を深めるため毎年参加してい

ますが、今年も昔懐かしい『駄菓子屋

さん』を出店しました。ルーレットで

お菓子の数が決まるのは、昨年同様。

数に一喜一憂した後は、沢山の種類の

中から好みの駄菓子を選びます。「有

難う！」という一言が嬉しいですね。

（子ども会終了後、メラミン含有の乳

製品や汚染米などが問題になりました

が、事務局は菓子メーカーに連絡を取

り、安全性の確認を致しました。）

yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy

【一年間の事業から】



平成19年度卒業生



氏名 ID 寄付 氏名 ID 寄付 氏名 ID 寄付 氏名 ID 寄付
S25-104 井上　智雄 48000
S42-117 菅谷　一博 28000
S19-121 岩瀬　秀郎 20000
S44-408 大井田　基 20000
S30-142 清　武子 18000
S34-442 野末　恵理子 12000
S03-237 嘉悦　康人 10000
S08-149 町田　乾郎 10000
S08-348 三川　泉 10000
S11-145 古澤　正文 10000
S12-410 岩根　節子 10000
S15-138 藤本　俶子 10000
S16-445 降旗　健人 10000
S17-134 岡谷　恭子 10000
S18-252 松林　澄男 10000
S19-245 森川　敏雄 10000
S19-331 降旗　史子 10000
S19-527 加藤　光太郎 10000
S26-211 中村　禎良 10000
S37-303 石垣　幸雄 10000
S38-316 斉藤　裕康 10000
S40-519 杉村　憲司 10000
S41-404 飯田　章喜 10000
S41-530 浜田　敏男 10000
S43-443 山形　基夫 10000
S46-113 下島　則久 10000
S47-315 河野　元嗣 10000
S48-237 下島　淳子 10000
S52-135 塩崎　一抄 10000
H17-124 堀本　識允帝 10000
S11-347 矢嶋　美代子 8000
S12-130 平岡　信生 8000
S13-424 荒木　律子 8000
S15-160 深川　京子 8000
S15-356 中尾　武弘 8000
S16-407 岩田　英一 8000
S20-105 殖田　久荘 8000
S20-140 荒川　正夫 8000
S20-143 石_ 満 8000
S22-237 佐藤　章一 8000
S26-202 池田　清 8000
S30-202 新井　巌 8000
S31-118 関口　弥寿雄 8000
S34-422 中山　りえ 8000
S35-601 井上　一 8000
S36-427 西嶋　良信 8000
S37-320 鈴木　秀夫 8000
S37-509 勝野　成紀 8000
S38-104 今西　誠一 8000
S38-147 中里　泰子 8000
S41-545 小池　郷子 8000
S42-109 倉持　俊夫 8000
S42-347 木村　仁美 8000
S43-240 横山　義文 8000
S44-127 西岡　芳文 8000
S44-214 神原　礼文 8000
S44-414 北村　正 8000
S46-246 広瀬　千尋 8000
S46-433 山澤　千昭 8000
S48-213 佐藤　通洋 8000
S48-408 栗原　究宣 8000
S49-219 竹川　勝治 8000
S52-112 塩島　功一郎 8000
S60-121 松井　英輔 8000
S63-124 米澤　龍太郎 8000
S14-516 井手　ふじ子 6000
S44-228 田中　康資 6000
S08-347 中島　雄一 5000
S20-914 山田　稔 5000
S33-425 坪内　文生 5000
S36-633 松本　光史 5000
S42-342 海老原　順子 5000
S43-221 嶋崎　利浩 5000

S43-310 勝山　勝 5000
S51-407 井上　善雄 5000
S54-330 田口　敬子 5000
S61-101 明石　学 5000
S63-104 臼倉　洋一 5000
H01-101 明石　顕 5000
H02-225 吉住　太志 5000
H15-203 板澤　俊吾 5000
H18-222 田巻　大成 5000
H18-228 滿處　裕貴 5000
S32-304 市川　尚一 4000
S08-446 岩垣　寿子 3000
S10-143 原田　畊作 3000
S10-410 島村　君子 3000
S12-127 長谷川　暢男 3000
S13-414 山本　智恵子 3000
S13-422 五十君　君子 3000
S14-116 蔵原　正昭 3000
S14-548 武井　信子 3000
S15-104 小澤　利男 3000
S15-142 長洲　泰子 3000
S15-331 山本　康 3000
S16-133 堀口　雅子 3000
S16-322 坂　篁一 3000
S17-119 古殿　重来 3000
S19-248 田中　義人 3000
S20-101 阿部　雄治 3000
S21-224 高橋　治子 3000
S21-236 二瓶　さち子 3000
S22-901 井村　文彦 3000
S23-119 瀬田　七郎 3000
S26-901 下田　光子　 3000
S28-313 住田　英夫 3000
S29-139 大前　鈴江 3000
S29-337 横山　王珂 3000
S30-202 新井　巌 3000
S30-314 吉永　幹子 3000
S31-249 宮内　紀子 3000
S31-252 香川　久美子 3000
S32-205 岩瀬　琢郎 3000
S32-354 三宅　紀子 3000
S33-111 岡本　幸憲 3000
S33-238 渡辺　正憲 3000
S33-307 遠藤　博文 3000
S33-346 鮫島　和子 3000
S33-410 奥村　隆一 3000
S34-444 小高　敏光 3000
S36-326 西尾　茂文 3000
S37-120 坪井　直明 3000
S37-414 川口　正広 3000
S37-508 風間　清貴 3000
S37-515 桜井　寛 3000
S38-246 森　真理子 3000
S39-205 井上　一規 3000
S41-121 杉田　隆 3000
S41-225 虎岡　寛道 3000
S42-214 佐伯　修 3000
S42-228 星野　雅信 3000
S42-246 原　美鈴 3000
S42-328 立川　誠二郎 3000
S42-406 遠藤　彰 3000
S42-417 小松　洋 3000
S42-532 久松　洋行 3000
S43-402 阿部　浩一郎 3000
S43-425 田中　俊一 3000
S44-147 西岡　真理子 3000
S44-232 中井　悦朗 3000
S44-246 内藤　恭子 3000
S44-253 寺岡　たえ子 3000
S44-453 中山　久子 3000
S44-548 坪倉　栄 3000
S45-201 雨宮　明文 3000
S46-242 堤　恵利子 3000

S47-435 渡邉　宗行 3000
S51-206 岡添　真介 3000
S52-221 松島　正和 3000
S53-107 川並　孝純 3000
S55-306 奥島　雄一郎 3000
S56-339 柳内　えり 3000
S63-106 遠藤　英樹 3000
H18-225 西山　夏希 3000
H18-324 西岡　史音 3000
S05-204 立花　通夫 2000
S07-238 平田　弘 2000
S09-102 秋山　一 2000
S09-439 小田部　早苗 2000
S13-421 岩田　弥栄子 2000
S14-558 渡辺　愛子 2000
S15-201 熊野　純子 2000
S15-219 河西　沙喜子 2000
S16-155 西川　梢 2000
S16-202 相川　幸子 2000
S16-429 竹口　喜弘 2000
S16-435 津下　一英 2000
S17-446 柳井　明 2000
S18-236 高橋　秀幸 2000
S20-131 藤井　宏昭 2000
S20-166 増田　三郎 2000
S20-907 川喜多　貞久 2000
S21-144 柴田　鉄治 2000
S21-222 杉村　絢子 2000
S25-108 木下　晃一 2000
S25-114 清水　富士夫 2000
S25-143 岡　佐恵子 2000
S27-201 安部　敬三 2000
S27-247 砂賀　祥子 2000
S28-125 真木　繁光 2000
S29-212 桑原　武史 2000
S29-345 岡村　和子 2000
S30-353 柳沢　賢一郎 2000
S31-147 新村　宏子 2000
S33-231 三倉　文宏 2000
S34-110 三川　一夫 2000
S35-128 西堀　康行 2000
S35-623 富士　滋美 2000
S37-137 丸　康治 2000
S39-402 石黒　禎三郎 2000
S39-419 岳　真一郎 2000
S40-221 勢力　亘 2000
S40-255 眞山　孝子 2000
S40-506 猪口　貞樹 2000
S41-140 菊池　純子 2000
S41-143 加藤　富美子 2000
S41-235 山名　彰 2000
S42-351 平田　真弓 2000
S43-430 中村　直純 2000
S43-553 瀬戸口明子 2000
S51-120 対間　康二郎 2000
S55-235 田中　貴子 2000
S58-412 滝沢　明毅 2000
S61-104 岡田　一宏 2000
S63-126 青柳　小百合 2000
H04-318 眞山　仁 2000
H06-318 眞山　知 2000
H08-418 水口　祐輝 2000
H11-104 飯高　生子 2000
H11-112 澤田　純一 2000
H11-316 田中　啓太 2000
H13-124 丸林　大介 2000
H13-319 中里　峻 2000
H16-325 長谷川　将司 2000
H17-103 内海　光貴 2000
H17-113 清水　啓伍 2000
H18-105 石川　友理 2000
H18-205 石神　春佳 2000
H18-214 小林　史弥 2000

H18-218 鈴木　裕貴 2000
H18-220 高野　義之 2000
H18-305 綛田　隆介 2000
H18-313 塩谷　悠斗 2000
H18-323 中山　夢音 2000
S09-425 長屋　鶴子 1000
S10-104 井上　正 1000
S13-336 小安　總 1000
S13-409 鈴木　光子 1000
S13-432 新田　美恵子 1000
S14-159 矢澤　昭 1000
S14-224 片岡　時男 1000
S14-322 杉山　和好 1000
S15-433 武貞　建男 1000
S15-447 樋口　儀市 1000
S15-901 飯塚　純一 1000
S18-160 矢島　孝一 1000
S18-317 村橋　久美子 1000
S18-327 高橋　宏子 1000
S18-401 山崎　泰子 1000
S19-216 岩崎　應行 1000
S19-311 在原　和子 1000
S19-526 青山　幸郎 1000
S20-930 正木　美樹子 1000
S21-123 小野里　輝夫 1000
S22-905 中山　秀夫 1000
S24-112 清水　勝治 1000
S27-235 本山　房子 1000
S27-251 向井　郁子 1000
S28-244 千葉　登美子 1000
S28-334 長山　和枝 1000
S29-147 仁井田　雅子 1000
S30-133 山岡　照吾 1000
S30-326 島本　朋子 1000
S30-349 室井　邦夫 1000
S33-411 河合　弘登 1000
S35-220 篠原　敏修 1000
S38-113 杉村　春日 1000
S39-153 吉野　千栄子 1000
S40-415 河野　吉晴 1000
S40-423 高田　暁 1000
S41-227 中田　俊夫 1000
S44-360 塚田　初美 1000
S45-525 藤田　徹朗 1000
S46-414 木勢　公也 1000
S46-535 吉野　弥寿郎 1000
S48-411 坂本　歩 1000
S48-428 渡辺　知明 1000
S55-129 上田　里花 1000
S63-231 土屋　輝余子 1000
H01-215 酒井　元 1000
H15-229 房園　沙稀 1000
H16-224 中山　義喜 1000
H17-125 房園　大輝 1000
H18-332 矢賀　勇志 1000
H12-219 梨本　堯司 500
H14-318 梨本　実花 500
ニコニコ堂（小林） 500

逝去された同窓生のご家族から
S21-187 股野　景親 32000
S12-204 井原　恵治 12000
S09-101 江橋　節郎 10000
S03-333 魚住　こと子 2000
S11-250 武藤　佶 2000
S13-103 岩崎　秀寿 2000
S13-419 玉利　百合子 2000
S16-339 土屋　智巳 2000
S18-138 中沖　満 2000
S18-216 川上　暢夫 2000
S26-242 前山　紀子 2000
S52-318 長岡　大和 2000

【平成19年度寄付者ご芳名（敬称略）】



【会則及び
収入に関する細則の改正】

☆　会則

○現行会則の下線の部分を変更

第８条（理事）
３　理事　会長、副会長を補佐し、会務

の運営にあたる

↓

会長、副会長を補佐し、理事会に出席し

て選出された卒業年次の要望、意見等を

述べると共に本会との連絡にあたり、そ

の属する学年の名簿を更新、整備を行う。

第11条（顧問）
本会に顧問若干名を置き、会員の中から

理事会が委嘱する

↓

本会に顧問若干名を置く。会員の内外か

ら理事会が委嘱する

☆　収入に関する細則

○期日の変更

第３条（会費）
年会費は2,000円とし、毎年４月に納入す

る。納入は本会指定の金融機関への振込

みとする。ただし、会員20才に達するま

で会費を免除する。

↓

年会費は2,000円とし毎年納入する。納入

は本会指定の金融機関への振込みとす

る。ただし、会員20才に達するまで会費

を免除する。

○下線の部分を変更

第４条（寄付）
盧 省略

盪 寄付者の氏名、名称は理事会、会報

誌面、その他本会の広報活動で公表

する。

↓

寄付者の氏名、名称は会報誌面等で

公表する。

蘯 寄付の受付受領は事務局長が行う。

→　受付受領は経理が行う

【会費納入のお願い】
会報発行と会員への送付、同窓会

ＨＰの拡充やイベントの開催等、

様々な事業を展開する為、平成15年

度より年会費（2,000円）を頂戴する

ことになりました。趣旨をご理解頂

き、年会費の納入をお願い致します。

（収入に関する細則第３条により、20

歳以下の会員は免除されます。）

つきましては、会費納入用の郵便

振替払込用紙をお送り致しますので、

平成21年３月21日迄にお納め下さい

ますようお願い申し上げます。併せ

て、前年度の分の会費が未納の方は

納入をお願い致します。

【事務局から】
☆　ベルマーク収集にご協力下さった同窓生の皆様、有難うございました。 （順不同）

居相智恵子さん、大谷雅子さん、丸山洋子さん、中村香織さん、Ｋ．Ｍさん

☆　今後もベルマークを収集し、愛育会に協力していきます。下記までお送り下さい。送料はご寄付頂ければ幸いです。

〒102－0085 千代田区六番町８　千代田区立番町小学校内　番町小学校同窓会事務局ベルマーク係

☆　この度、ＨＰのアドレスを変更し、リニューアル致しました。 http://www.bancho.cc/
年間行事の予定やニュースなどを載せてまいります。また、同期会やクラス会の連絡等にもお使い頂けます。

どうぞ宜敷くお願い致します。

（２）号議案　　　　　平成19年度収支決算報告

１．平成20年３月31日現在の財産目録（単位：円）

２．平成19年４月１日から平成20年３月31日までの収支計算書（単位：円）

収支計算書

前期繰越金 4,028,290円
収　入　金 3,736,083円
支　出　金 4,068,998円
当期収支差額 △ 332,915円
次期繰越金（前期繰越金＋当期収支差額） 3,695,375円

収入の部 （単位：円）

支出の部 （単位：円）

以上の通り報告致します。
平成20年３月31日 経理担当　　片岡　勝吾

津田真知子

卒業生入会金 118,000 平成19年度卒業生118名
会　　費　 3,268,500 寄付含む
雑収入 45,999 記念誌・キーホルダー等
利　息 3,584
記念事業準備引当金　取崩額 300,000
収入合計 3,736,083

活動費 258,546
慶弔費 95,902
会議費 79,280
通信費 58,750
印刷・事務費 241,382
会報作成費 1,036,300
インターネット関係費 161,700 ＨＰ作成費
備品費 262,963 ノート型パソコン他
事業準備引当金　繰入額 1,500,000 周年行事準備金等
記念事業費 367,500 創立136周年記念テント２基
雑　費 6,675
支出合計 4,068,998

題　　　　字：故　内田禮江さん（昭和19年度卒）

校章デザイン：鈴木健之さん　 （昭和45年度卒）

「会則及び収入に関する細則の改正」に

ついては5/10（土）に行われた理事会で

審議され、学年幹事会に提案されること

が決定されました。それを受け同日の学

年幹事会で審議され、賛成多数で承認さ

れました。

資産の部 負債の部
手元現金 61,414 事業準備引当金 3,300,000
普通預金 3,633,961 記念事業準備引当金 ０
定期預金 3,300,000 正味財産 3,695,375
資産合計 6,995,375 負債・正味財産合計 6,995,375


